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教育復興シンポジウム報告書発行について

概要

昨年 12 月に開催された教育復興シンポジウム「福島の教育復興へ向けて」の

報告書を発行しました。報告書には、シンポジウムで未報告の項目を含めた学

校状況調査の詳細報告とともに、震災後の子どもたちの状況と課題、そしてこ

れからの教育復興に求められる様々な視点が示されています。福島の復興を担

う子どもたちの教育とその再生にたずさわる多くの方に活用いただきたいと思

います。

人間発達文化学類と県内の教育関係諸団体で組織された「大震災後の福島県

の教育復興を進める会」は、昨年 12 月 18 日に教育復興シンポジウム「福島の

教育復興へ向けて ～福島の未来を支える子ども達のために～」を開催しまし

たが、今回、そのシンポジウムでの討論内容と学校状況調査アンケートの詳細

報告を含めた報告書を発行しました。

第Ⅰ部の基調報告では、教育復興の視点として、短期、中期、長期それぞれ

での復興プロセスの設計、様々なリスクの中で「生きる力」を育む教育の必要

性、地域コミュニティーの中核となる学校教育において震災経験を教材化し、

リスクマネジメント教育を再構築する必要性などが示されています。

また、学校状況調査の詳細報告では、シンポジウムで概略のみを口頭報告し

た「自由記述」「兼務教員の状況」「PTA や地域との連携・協力」などを新たに加

え、震災後の学校や子ども、教員などの状況をデータとともに示しました。

第Ⅱ部のパネルディスカッションでは、パネリストや会場の参加者からの

様々な課題や意見が示されていますが、共通していることは子どもたちへのよ

り手厚い支援の必要性とその具体化を望むことです。また、これからも様々な

声を集め教育復興を進めていく必要性も示されています。

震災から 1年が過ぎ、新年度がスタートしましたが、復興の道筋はまだ不透

明なままです。より多くの方々にこの報告書を活用いただき、子どもたちをめ

ぐる教育復興に資することができれば幸いです。
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